
将来貨物量推計について将来貨物量推計について

資料４

① 港湾の開発、利用及び保全並びに港湾に隣接する地域の保全の方針

② 港湾の取扱貨物量、船舶乗降客数、その他の能力 に関する事項

③ 港湾の能力に応ずる水域施設、係留施設、その他の 港湾施設の規模
及び配置 に関する事項

④ 港湾の環境の整備及び保全に関する事項

⑤ その他港湾の開発、利用及び保全並びに港湾に隣接する地域の保全に

関する重要事項

（１）港湾計画とは 港湾管理者（北九州市）が、今後の北九州港
の開発整備や保全の方向を示す計画。
概ね10年に一度、改訂として見直しを行う。

（２）港湾計画で定めること

将来貨物量推計がなぜ必要か将来貨物量推計がなぜ必要か

（出典：港湾法施行令第1条の４）
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（３）将来貨物量推計の役割

長期構想
策定

港湾計画
策定

港湾施設
整備
（適正な

機能確保）

西日本
地域の
活性化

②港湾の能力を表す将来
取扱貨物量を推計する
（目標値）

①港湾の能力に対応した
水域施設、係留施設な
ど施設の規模や配置を
検討する

将来貨物量推計がなぜ必要か将来貨物量推計がなぜ必要か

将来推計値

？

前回（Ｈ８）改訂時の貨物量推計

20
10
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・需要要因分析
（企業ｱﾝｹｰﾄ、ﾋｱﾘﾝｸﾞ等）

・企業立地動向
・東九州道整備効果
・自動車関連企業等

の物流動向

（１）推計方法（手順）

・過去の取扱実績

北九州港の将来貨物量推計北九州港の将来貨物量推計

・社会経済指標の検討

北九州港将来取扱貨物量 推計値

将来追加貨物
・新規企業の立地
・背後圏の拡大

現在取扱貨物
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注）ハイケースとローケースの違い
（港湾における料金や時間等のサービス水準の違い）

（出典：国土交通省交通政策審議会第10回港湾分科会
「港湾取扱貨物量の見通しの試算結果について」 平成
16年5月）

GDP成長率
(ハイケース)
GDP成長率
(ローケース)

・ハイケース：サービス水準が向上
・ローケース：サービス水準は現状維持

北九州港の将来貨物量推計北九州港の将来貨物量推計

① 前提条件

② 検 証

・公的機関が発表した将来予
測値を参考にする。

・国土交通省が実質GDP成
長率を予測（平成16年5月）

している

北九州港取扱貨物量と全国
実質GDPが相関するか

輸送機関は貨物や旅客を輸送するこ
とで付加価値を創出し、国内総生産
に貢献している

（２）社会経済指標の検討

 2011年  2016年
～2015年 ～2020年

1.5% 1.3%

0.8% 0.6%
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将来推計値

？
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y = 41.708x - 12171

R2 = 0.9028
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※北九州港全体貨物量と全国実質GDPには強い相関関係がある。
したがって、全国実質ＧＤＰの将来値は、将来の北九州港の取扱
貨物量を算定する際の指標の一つと考えることができる。

北九州港全体貨物量と全国実質GDPの相関北九州港全体貨物量と全国実質GDPの推移

0.49≦R2≦1.0 ： 強い相関

全国実質GDP全国実質GDP

北九州港全体貨物量北九州港全体貨物量

全体貨物量実績：
近似直線：
R2：決定係数（R:相関係数）

全体貨物量実績：
近似直線：
R2：決定係数（R:相関係数）

北九州港の将来貨物量推計北九州港の将来貨物量推計

③全国実質GDPの活用

5

3



y = 41.708x - 12171

R2 = 0.9028
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ハイケースでの推計

ローケースでの推計

ハイケース：約1億5千万トン北九州港の全体貨物量を試算

ローケース：約1億３千万トン

約６５０兆円

約６１０兆円

約１億５千万トン

約１億３千万トン

北九州港の将来貨物量推計北九州港の将来貨物量推計

ハイケース：約650兆円全国の将来実質GDP（2020年（H32）値）を試算

ローケース：約610兆円

④ 将来貨物量概数

6

（３）需要要因分析

北九州港の将来貨物量推計北九州港の将来貨物量推計

・需要要因分析
（企業ｱﾝｹｰﾄ、ﾋｱﾘﾝｸﾞ等）

・企業立地動向
・東九州道整備効果
・自動車関連企業等

の物流動向・過去の取扱実績

・社会経済指標の検討

北九州港将来取扱貨物量 推計値

将来追加貨物
・新規企業の立地
・背後圏の拡大

現在取扱貨物
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北九州
市内の
企 業

アンケート

・送付
・回収
・整理

企業ヒアリング

・貨物量の変動要因

・事業拡張の内容・規模

将来貨物量推計用基礎データ

・専用岸壁を利
用する企業

・北九州港内の
土地を利用す
る企業

・主要品目別の
太宗荷主

・事業拡張を計
画する企業

①企業アンケート結果の活用

北九州港の将来貨物量推計北九州港の将来貨物量推計 8

北九州港の将来貨物量推計北九州港の将来貨物量推計

４１社
（回収率９１％）

１１６社
（回収率８０％）

回答数

郵送配布･郵送回収調査方法

北九州港内に専用
岸壁を所有又は
利用している
企業４５社

北九州港内に土地
を所有又は利用して
いる企業１４５社

対 象

平成２１年１月～３月調査期間

北九州港内企業の土地利用や港湾利用の
現状及び将来計画を把握する。

調査目的

北九州港の利用と
専用岸壁利用に
関するアンケート
調査

北九州港の利用と
土地利用に関する

アンケート調査

○今後の事業計画について（回答１１６社）
◆事業拡大 ・・・・・・・ ９社
◆現状維持 ・・・・・・・ ９８社

○貨物のコンテナ化について（回答１１６社）
◆コンテナ化済み ・・・・・・・ １２社
◆コンテナ化予定 ・・・・・・・ ２社

○ひびきコンテナターミナルについて（回答１１６社）
◆利用している ・・・・・・・・ １０社
◆利用したい ・・・・・・・・ １４社

○改善を望む施設等について（自由回答）
◆水深の深い岸壁の整備
◆航路幅員の確保
◆荷さばき地の確保
◆公共倉庫不足の解消
◆港湾施設の老朽化対策
◆道路の整備と適切な管理
◆アクセス道路の渋滞解消

②企業アンケートについて

企業アンケート結果（抜粋）企業アンケート結果（抜粋）企業アンケート概要企業アンケート概要

北九州港の利用と
専用岸壁利用に関する

アンケート調査

※さらに、企業ヒアリングを実施予定
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急速な経済情勢の変化や北九州港を取り巻く状況

平成２１年６月１８日 朝日新聞平成２１年７月２日 日本経済新聞平成２１年７月２日 読売新聞平成２１年７月９日 朝日新聞平成２１年７月１４日 海事プレス

10

響灘地区新規立地企業操業状況

埋立中

埋立中

東邦チタニウム㈱

㈱ブリヂストン

ひびきコンテナ
ターミナル

日本ロバロ㈱
大阪精工㈱

寿工業㈱・アジア特殊製鋼

㈱サンロックオーヨド

2009年６月操業開始 2009年1月操業開始
2010年3月操業予定

2010年4月操業予定

2008年10月操業開始

2009年操業予定

西部ガス㈱

検討中
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将来貨物量推計を進めるうえでの課題

現在取扱貨物量 それぞれ、将来貨物量を推計する
うえで、基準となる重要な数値。

昨年の秋からの急速
な経済情勢の変化に
より、現在の北九州港
の貨物取扱量は、前年
と比較して、大きく減少
している。貨物取扱量
はどの程度減少する
のか。
また、経済成長率も
低下しており、経済好
調時の社会経済指標
の信頼性はどうなのか。

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

1
9
9
9

2
0
0
0

2
0
0
1

2
0
0
2

2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
0
5

2
0
0
6

2
0
0
7

2
0
0
8

2
0
2
0

貨
物

量
（
万

ト
ン

）

20
09

将来貨物量の推計に大きな影響を与える現在の取扱貨物量の
動きの見極め及び社会経済指標の検証が必要である。

社会経済指標

取扱貨物量
見極めが必要

社会経済指標
検証が必要

12

将来追加貨物

・新規企業の立地
・背後圏の拡大

現在取扱貨物

北九州港将来取扱貨物量 推計値

・需要要因分析
（企業ｱﾝｹｰﾄ、ﾋｱﾘﾝｸﾞ等）

・企業立地動向
・東九州道整備効果
・自動車関連企業等

の物流動向・過去の取扱実績

・社会経済指標の検討

北九州港の将来貨物量推計方法

詳細かつ具体的
な企業ヒアリング

専門家への
ヒアリング

専門家への
ヒアリング

将来貨物量推計の精度向上

専門家への
ヒアリング
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委員会内に専門部会を設置

《専門部会》
・委員会の委員の中から、経済分野の専門家や学識経験者を中心に構成
・経済や物流関係の専門家をオブザーバーとして招聘
・年度内に２～３回程度開催

第４回北九州港長期構想検討委員会

報告

将来取扱貨物量推計を検証

協議

急激な経済情勢の
変化への対応

新規立地及び主要
企業の物流動向等将来貨物量推計

専
門
家
ヒ
ア
リ
ン
グ

企
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
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